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材料科学高等研究所（AIMR）は、2007年、文部科学省プロジェクトであるWPI（世界トップレベル研究
拠点プログラム）のもとに「原子分子材料科学高等研究機構」として創設されました。以後、材料科学にお
ける世界拠点となるべく、新たなシステム作り・研究活動に取り組み続け、2012年からは、数学との連携
により、予見に基づいて材料を開発できるような新学理を創出するための基礎的研究を進めてきました。
さらに、開発された先端材料を社会に役立たせるためのデバイス・システム開発も行い、資源や環境など人
類に課せられた問題の解決に貢献することをミッションとしています。
AIMRは創設から10年を経て、国際頭脳循環を
加速・拡大するため新たに設置されたWPIアカ
デミーのメンバーになりました。引き続き、国
際頭脳循環のハブとして世界トップレベルの質
の高い研究を進めています

https://www.wpi-aimr.tohoku.ac.jp/en/
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JST戦略的創造研究推進事業さきがけ・CREST

「臨床医療診断の現場と協働する数理科学」(2007-2010)
「放射線医学と数理科学の協働による高度臨床診断の実現」(2010-2015)
「臨床医療における数理モデリングの新たな展開」(2015-2020)

! 集積された経験的知識の体系化 
! 最も本質的な部分の抽出 
! 新しい視点の導入 
! 熟練医の技術のアルゴリズム化

" 信頼性の高い予測 
" 患者負担の軽減 
" 医師の負担の軽減 
" 医療費の削減
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画像診断支援
統計的推測

病態機序の解明

「このデータは信じていいのか？
どう解釈したらいいのか？」

「この白黒画像から、熟練医はどう
して診断がつけられるのだろう？」

「どうしてこの病気はこのよ
うに進行するのか？影響して
いるのはどんな因子か？」

数理科学者と臨床
医の密接な連携と
フィードバックの
積み重ねによる真
の協働の実現へ

#大動脈の形状と病態の因果関係 
#大動脈解離の連成メカニズム 
#精巧なポンプとしての心臓機能

#画像診断の現場に蓄積されている経
験・知識・技能の数理科学的ツール
化と言語化による支援 

#機械学習による模倣とそこからのア
ルゴリズム抽出 

#テキストマイニングによるカルテの
実質的データベース化

#統計的のクラスタリングとEndoleak
リスクとの関連情報の提示 

#判別モデルによるリスク予測 
#統計的感度分析によるリスク予測の信
頼性・妥当性に関する検証
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